
◎主な業務　

　私は、列車の運転士、車掌、駅長の業務に日替わりで従事しており
ます。最近新たに従事することになりました駅長業務では、運賃の計
算や、異常事態が起こった時の対応なども行いますので、より高度な
鉄道に関する専門知識が求められます。肩肘張らずに、しかし気を抜
かず、業務に邁進していければと思います。

◎おすすめポイント

　私は、中松駅と白水高原
駅との間にある、寺坂水源
の上を渡る橋梁をお薦めし
ます（芝原川橋梁と言いま
す）。寺坂水源はとても綺
麗な水源地で、その湧き出
る水はとても澄んでおり、
体にも、心にも潤いを与え
てくれます。今年7月15日の全線運転再開時には、私どもの素晴らし
いデザインの列車が南阿蘇の美しい風景にさらなる彩りを与えますか
ら、寺坂水源の清涼さと併せて、写真映えする風情のある光景が見ら
れるものと確信しています。

◎豆知識

　列車の信号機には、出発信号機
や場内信号機などいろいろな種
類があります。南阿蘇鉄道にもも
ちろんありますが、熊本地震が起
こってからずっと、信号を使わず
に列車を運行しておりましたが、
再び信号を使っての運行が再開
されます。夜中は真っ暗であった
鉄路に、信号が常時灯ることにな
ります！

◎イベント

　今月の３月18日から、再びトロッコ列車が走り出します。４月９
日まで毎日運行です。７月15日以降は、立野まで行くことができる
ようになります。観光客の方々はもちろんですが、私はそれよりもま
ず、地元のみなさま方にご乗車いただきたいと考えています。見慣れ
た景色かと思いますが、車窓からはまた違った見え方をするものと思
います。熊本地震から７年経ち、色々なことがありましたが、それら
を思い起こしながらの小旅行はいかがでしょうか。
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南阿蘇鉄道  熊本地震から７年越しの全線再開 ７月15日 に決定！！
南阿蘇鉄道直通運転協定調印式

　熊本地震からの創造的復興施策のひとつとして、ＪＲ豊肥本線肥後大津駅への接
続強化について南阿蘇鉄道再生協議会で協議を重ねました。令和２年10月第11回
再生協議会にて、接続強化に関する方針についての合意が得られ、同年12月には、
再生協議会からＪＲ九州へ要望書が提出され、令和３年度から南阿蘇鉄道及びＪＲ
九州にて乗り入れの設計・工事が進められています。そして、今年１月31日にＪ
Ｒ九州本社で、直通運転協定調印式が執り行われ、乗り入れ実施が鉄道事業者間に
おいて、正式に合意されました。九州旅客鉄道株式会社代表取締役社長執行役員の
古宮洋二氏は「これを機会に南阿蘇地区のさらなる成長を私共と一緒に広げていき
たい。７月までに準備を万端にして開通の日を迎えたいと思う。」と述べられました。

南阿蘇鉄道災害復旧工事レール締結式
　２月９日に、南阿蘇鉄道災害復旧工事レール締結式が行
われました。７年ぶりに鉄路が１本につながり、長らく運
休していた南阿蘇村の中松ー立野間のレール敷設が完了し
ました。締結式では、南阿蘇鉄道の安全を祈願して清めの
儀も行われ、テープカット後には点検車両が１本に繋がっ
た橋を通過しました。南阿蘇鉄道株式会社の津留専務は、
「今後、検査や試運転、乗務員の教育を重ね安全で完璧な
復活を遂げたい」と述べられました。

南阿蘇鉄道再生協議会
　２月３日、ホテル熊本テルサで南阿蘇鉄道再生協議会が開催されました。この協議会では、第一
白川橋梁をはじめとする災害復旧工事の進捗報告と、ＪＲ豊肥本線への乗り入れに関する進捗報
告、そして７月15日の全線再開に関する報告が行われました。草村町長は「復旧と同時に乗り
入れを実現できることに関して、多くの方に感謝したい。創造的な復興の形が、全線復旧と乗り
入れであり、同時に究極の利便性の向上を目指していきたい。やる気に満ちている方が多いので、
観光客の方々も楽しみにしていただけると嬉しい。」、南阿蘇村の吉良村長も「南阿蘇鉄道は、南
郷谷の一つの風景になっている。地震前と同じように鉄道が走る姿を住民の方に見ていただけれ
ば、安心を与え大きな勇気を持てるようになるのではないか。」と述べられました。高森駅につ
いても現在、工事が行われています。新駅舎は今年の３月に完成予定となっています。
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